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大会プログラム

11 月 15 日（日）

認定医新規申請者症例展示（福岡国際会議場・411�414）

13 : 00―17 : 00 認定医新規申請者症例審査

小倉井筒屋パステルホール（新館 9F）北九州市小倉北区船場町 1�1

13 : 00―16 : 00 市民公開講座
歯ならびが悪いと、どうなるの？
1．『子供から大人の咬合の推移について』

山口 和憲（九州歯科大学顎口腔機能矯正学分野教授）
2．『矯正治療の必要性について』

野田 隆夫（野田矯正歯科クリニック・東京）
3．『顔と心と歯ならびと ―顔や歯ならびはどうしてできあがるの？―』

土持 正（土持矯正歯科医院・宮崎）
座長：植木 和弘（一般社団法人日本矯正歯科学会理事・広島）

併設：歯ならび無料相談コーナー

11 月 16 日（月）

講演会場 1（福岡国際会議場・メインホール）

14 : 00―17 : 00 生涯研修セミナー
睡眠と呼吸に関わる矯正歯科の役割
1．『睡眠と呼吸障害』

宮崎総一郎（滋賀医科大学睡眠学講座）
2．『日本人の顔貌と閉塞型睡眠時無呼吸』

佐藤 誠（筑波大学人間総合科学研究科次世代医療研究開発・教育統合センター睡眠医学講座）
3．『睡眠時無呼吸症候群における矯正歯科の役割』

菊池 哲（コスモス矯正歯科医院・千葉）
座長：野村 泰世（一般社団法人日本矯正歯科学会生涯研修委員）

久保田雅人（一般社団法人日本矯正歯科学会生涯研修委員）

17 : 30―19 : 30 サテライトセミナー 1
顎変形症の評価基準を求めて
1．『外科的矯正治療の適用基準を考える』

菅原 準二（（医）歯科一番町SAS矯正歯科センター・宮城）
2．『顔面非対称症例の評価基準を求めて』

石川 博之（福岡歯科大学成長発達歯学講座矯正歯科学分野教授）
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3．『顎変形症の評価基準を求めて』
西井 康（東京歯科大学歯科矯正学講座助教）

座長：石川 博之（一般社団法人日本矯正歯科学会常務理事、学術委員長、福岡歯科大学教授）
末石 研二（一般社団法人日本矯正歯科学会学術委員、生涯研修委員、東京歯科大学教授）

講演会場 2（福岡国際会議場・203�204）

17 : 30―19 : 30 サテライトセミナー 2
矯正歯科の卒後教育
1．『矯正研修機関の施設基準と役割』

清水 典佳（一般社団法人日本矯正歯科学会理事、日本大学歯学部矯正学講座教授）
2．『認定医審査の現状』

三浦 廣行（一般社団法人日本矯正歯科学会理事、岩手医科大学歯学部歯科矯正学講座教授）
3．『矯正歯科基本研修における到達目標』

小森 成（一般社団法人日本矯正歯科学会卒後教育委員、日本歯科大学附属病院矯正歯科准教授）
座長：寺田 員人（一般社団法人日本矯正歯科学会生涯研修委員、日本歯科大学新潟生命歯学部教授）

鐘ヶ江晴秀（一般社団法人日本矯正歯科学会学術委員、明海大学歯学部歯科矯正学講座教授）

認定医臨床研修修了程度検定審査・症例展示（福岡国際会議場・409）

10 : 00―17 : 00 認定医臨床研修修了程度検定審査・症例展示

認定医新規申請者症例展示（福岡国際会議場・411�414）

9 : 00―12 : 00 認定医新規申請者症例審査・口頭試問

専門医更新用症例展示（福岡国際会議場・501）

10 : 00― 専門医更新用症例展示審査

11 月 17 日（火）

講演会場 1（福岡国際会議場・メインホール）

9 : 00―9 : 30 開会式
開会の辞 野代 悦生（第 68回日本矯正歯科学会大会事務局長、九州歯科大学講師）
大会長挨拶 山口 和憲（第 68回日本矯正歯科学会大会大会長、九州歯科大学教授）
学会長挨拶 後藤 滋巳（一般社団法人日本矯正歯科学会理事長、愛知学院大学教授）

9 : 30―10 : 30 開会講演
『歯工学連携による歯科医療技術開発の推進』

西野 憲和（九州工業大学副学長、九州工業大学大学院生命体工学研究科教授）
座長：後藤 滋巳（一般社団法人日本矯正歯科学会理事長、愛知学院大学教授）
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10 : 30―12 : 30 臨床セミナー 1
垂直的咬合異常の障害と診断および治療について
1．『垂直的咬合異常に対する外科的矯正治療の予後について』

川元 龍夫（東京医科歯科大学大学院顎顔面矯正学分野助教）
2．『インプラントアンカーを応用したハイアングル症例の治療』

渡辺八十夫（渡辺矯正歯科・広島）
3．『The importance of the vertical dimension in contemporary orthodontic practice』

Prof. Michael Geoffrey Woods（Orthodontics Department, University of Melbourne Melbourne
Dental School, Faculty of Medicine Dentistry and Health Sciences,
The University of Melbourne）

座長：斉藤 功（一般社団法人日本矯正歯科学会理事、新潟大学教授）

14 : 00―14 : 30 IOC会長ご挨拶
Dr.Ian Watson（7th International Orthodontic Conference President）

紹介：森山 啓司（一般社団法人日本矯正歯科学会常務理事、東京医科歯科大学教授）

14 : 30―17 : 00 シンポジウム
理工学からみた口腔機能

シンポジスト
1．『発音発語 工学からみた発音発語』

誉田 雅彰（早稲田大学スポーツ科学部スポーツ医科学科教授）
2．『咀嚼とロボット工学―開発と実用化―』

沖野 晃久（オキノ工業株式会社・東京）
3．『顎顔面骨格形態・下顎運動の三次元的可視化による診断支援システム』

青木 義満（慶應義塾大学理工学部電子工学科准教授）
座長： 山口 和憲（第 68回日本矯正歯科学会大会長、九州歯科大学教授）

17 : 00―19 : 00 特別講演 1
『From Genomics to the Orthodontic Clinic』

Prof. David S. Carlson（Baylor College of Dentistry, Texas A&M Health Science Center）
座長：森山 啓司（一般社団法人日本矯正歯科学会常務理事、東京医科歯科大学教授）

講演会場 2（福岡国際会議場・203�204）

10 : 30―12 : 30 口演（27 ページ参照）
座長：佐藤 貞雄（一般社団法人日本矯正歯科学会学術委員、神奈川歯科大学教授）

山本 照子（一般社団法人日本矯正歯科学会学術委員、東北大学教授）
吉田 教明（一般社団法人日本矯正歯科学会学術委員、長崎大学教授）
黒江 和斗（一般社団法人日本矯正歯科学会学術委員・鹿児島）

14 : 30―17 : 00 スタッフ＆ドクターセミナー
聴衆参加型 公開討論
『めざせWell�Being な矯正歯科』

ファシリテーター 中村 譲治（九州歯科大学臨床教授・福岡）

紹介：野代 悦生（第 68回日本矯正歯科学会大会事務局長、九州歯科大学講師）
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RTD会場（福岡国際会議場・201�202）

12 : 30―14 : 30 ラウンド・テーブル・ディスカッション
1．『術前矯正を限りなく短くした外科的矯正治療』

松野 功（赤坂まつの矯正歯科）
2．『総合病院における矯正歯科の役割』

小椋 幹記（社会医療法人敬和会大分岡病院マキシロフェイシャルユニット）
3．『Biobloc 装置による矯正治療』

北總 征男（北總矯正歯科医院）
4．『アメリカにおける矯正教育プログラムを体験して』

中西 秀郎（中西矯正歯科）
5．『矯正歯科だけでどこまで側貌が変えられるか』

今城 広治（いまじょう矯正歯科クリニック）
6．『長期術後経過症例を顧みて―矯正歯科治療から学んだこと―』

宮崎 忠明（宮崎歯科・矯正歯科医院）
7．『コンサルテーション・スキルを向上させよう』

富永 雪穂（アルファ矯正歯科クリニック）
8．『機能的顎矯正治療を考える』

里見 優（さとみ矯正歯科クリニック）
9．『小臼歯抜歯症例の効率的治療法を考える』

池上 富雄（医療法人熊本歯列矯正センター）
10．『歯列・咬合の状態のスクリーニング検査について』

佐々木貴浩（ホワイト歯科・矯正歯科）
11．『矯正治療におけるキネジオグラフ、筋電計の活用と診断評価』

百瀬 保（王子神谷矯正歯科クリニック）
12．『アーチフォーム、アーチワイヤー考』

古賀 正忠（古賀矯正歯科クリニック）
13．『術前矯正治療―術後の審美を考えた治療計画―』

山口 芳功（草津総合病院歯科口腔外科）
14．『矯正治療後の後戻りに用いるSimple Set�up Retainer（SSR）』

鈴木 善雄（凌雲堂矯正歯科医院）

認定医臨床研修修了程度検定審査・症例展示（福岡国際会議場・409）

10 : 00―17 : 00 認定医臨床研修修了程度検定審査・症例展示

認定医新規申請者症例展示（福岡国際会議場・411�414）

10 : 00―17 : 00 認定医新規申請者症例展示

症例報告（福岡国際会議場・410）

10 : 00―17 : 00 症例報告



大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

11
月
17
日
・
18
日

― 24 ―

専門医更新用症例展示（福岡国際会議場・501）

10 : 00―17 : 00 専門医更新用症例展示

専門医新規申請者症例展示（福岡国際会議場・502�503）

10 : 00―17 : 00 専門医新規申請症例展示審査

学術展示・症例展示（マリンメッセ福岡・多目的展示室）

10 : 00―17 : 00 学術展示

10 : 00―17 : 00 症例展示

商社展示（マリンメッセ福岡・多目的展示室）

10 : 00―17 : 00 商社展示

懇親会会場（福岡サンパレスホテル、2階パレスルーム）

19 : 30―21 : 00 第 68 回日本矯正歯科学会大会懇親会
協賛：日本歯科矯正器材協議会

11 月 18 日（水）

講演会場 1（福岡国際会議場・メインホール）

9 : 00―10 : 30 特別講演 2
『Functional Matrix Theory : Recent Advances on midface growth and retrusion』

Prof. Stephanos Kyrkanides（Department of Children’s Dentistry（Orthodontics&Pediatric Dentistry）,
School of Dental Medicine, Stony Brook University）

座長：飯田順一郎（一般社団法人日本矯正歯科学会常務理事、北海道大学教授）

10 : 30―12 : 30 記念講演
『ヒューマノイドロボット研究とその医療・福祉への応用』

高西 淳夫（早稲田大学理工学部機械工学科ヒューマノイド研究所教授）
座長：山口 和憲（第 68回日本矯正歯科学会大会長、九州歯科大学教授）

13 : 30―13 : 45 学会賞・学術奨励賞表彰式



大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

11
月
18
日

―２５―

13 : 45―15 : 30 JOSフォーラム
I．理事長挨拶：後藤 滋巳（一般社団法人日本矯正歯科学会理事長）
II．JOSインフォメーション・アップデート

司会：森山 啓司（一般社団法人日本矯正歯科学会常務理事・総務部門担当）
1）学会機構改革検討委員会

小川 邦彦（一般社団法人日本矯正歯科学会常務理事・機構改革部門担当）
2）倫理・裁定委員会報告

小川 邦彦（一般社団法人日本矯正歯科学会常務理事・機構改革部門担当）
3）認定医・専門医制度関係報告

田中 進平（一般社団法人日本矯正歯科学会常務理事・審査部門担当）
4）医療問題検討委員会報告

森山 啓司（一般社団法人日本矯正歯科学会常務理事・総務部門担当）
III．JOSフォーラム基調講演

司会：後藤 滋巳（一般社団法人日本矯正歯科学会理事長）
「歯科再生と歯科医学の役割」

江藤 一洋（日本歯科医学会会長）

なお、本フォーラムは生涯研修プログラムを兼ねます。認定医更新用研修ポイントとして 5点が加算されます
ので、会場入り口にて日本矯正歯科学会会員証をご提示下さい。

15 : 30―16 : 00 閉会式
閉会の辞 野代 悦生（第 68回日本矯正歯科学会大会事務局長、九州歯科大学講師）
次期大会長挨拶 佐藤 貞雄（第 69回日本矯正歯科学会大会会長、神奈川歯科大学教授）

講演会場 2（福岡国際会議場・203�204）

10 : 30―12 : 30 臨床セミナー 2
その診断、治療法のエビデンスは？
1．『顔面形態と下顎の成長方向 �矯正治療上の留意点�』

末石 研二（東京歯科大学歯科矯正学講座教授）
2．『良好な咬合は胃食道逆流症の予防に役立つのか？―矯正歯科医の新たな役割―』

宮脇 正一（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科歯科矯正学分野教授）
3．『エビデンスに基づいた下顎骨の成長評価』

佐藤 亨至（東北大学歯学部臨床教授・群馬）
座長：石川 博之（一般社団法人日本矯正歯科学会常務理事、福岡歯科大学教授）

認定医臨床研修修了程度検定審査・症例展示（福岡国際会議場・409）

9 : 00―16 : 00 認定医臨床研修修了程度検定審査・症例展示

認定医新規申請者症例展示（福岡国際会議場・411�414）

9 : 00―16 : 00 認定医新規申請者症例展示



大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

11
月
18
日

― 26 ―

症例報告（福岡国際会議場・410）

9 : 00―16 : 00 症例報告［試問有］

専門医更新用症例展示（福岡国際会議場・501）

9 : 00―16 : 00 専門医更新用症例展示

9 : 30―11 : 00 矯正保険診療に関する相談コーナー 併設

専門医新規申請者症例展示（福岡国際会議場・502�503）

9 : 00―16 : 00 専門医新規申請症例展示

学術展示・症例展示（マリンメッセ福岡・多目的展示室）

9 : 00―11 : 00 学術展示・症例展示

11 : 00―12 : 00 討論

12 : 00―16 : 00 学術展示・症例展示

商社展示（マリンメッセ福岡・多目的展示室）

9 : 00―16 : 00 商社展示
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